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 保護者の皆様、先日はお忙しい中、運動会にご参加くださり誠にありがとうございました。今年の運動会は

コロナ前に戻り、4 年ぶりの観客制限なしの盛大な運動会となりました。伸び伸びと演技するお子様の姿

に、成長を感じられたことと思います。ところで、皆さまお気づきだったでしょうか。園児全員のダンス

から始まったオープニングは、障害のある子も、小さい子も、大きい子も、みんな同じ空間で楽しく踊っ

ていましたね。あれは、「全ての子どもたちを分け隔てなく保育します」というメッセージと共に、「楽し

い保育園でありたい」という願いが込められたものでした。そして、同じ空間でランダムに様々な年齢の

子どもたちが混ざり合って踊ることは、大規模園ではあまり見られない光景です。日頃から、異年齢保育

で過ごしているありんこの保育だからできることでもあります。ということで、今回は、『異年齢保育』

について、取り上げてみたいと思います。 

 

異年齢保育とは？ 

 『異年齢保育』とは、異なる年齢の子ども達が混合した状態で保育をすることです。一般的に行われて

いる保育園のクラス編成は、4 月 1 日時点の年齢を基準に同年齢の子どもたちだけのクラスです。これに

対して、異年齢保育は異なる年齢の子どもたちでクラスを編成するもので、幼稚園や保育所では「縦割り

保育」、「混合保育」とも呼ばれます。当園では、その両方を取り入れています。年齢別でクラス編成をし

ていますが、クラスを分けて行う活動の他に、園外活動や行事によっては異年齢で活動することが多い

です。また、朝・夕の自由時間や活動時間内の大半はクラス関係なく異年齢で過ごしています。 

 

幅の広い異年齢保育を実施している園は珍しい？！ 

日々、当たり前のように異年齢で過ごすことが多い当園の子どもたちですが、実は近年、少子化の影響で兄

弟の数が少ないご家庭では、保育施設を選ぶポイントの一つに『異年齢保育』があると言われています。

当園では園内だけの異年齢保育に留まらず、隣接する『おおきなかぶ学童保育』（小学１～6 年生）や、

連携施設の『ありんこの森保育園』（0～2 歳児）との共同保育も行っています。幼稚園や保育園では、一

般的に小学生との交流は、年に 1～2 回、それも事前に小学校などに予約し、活動の内容を何度も打ち合

わせしなければ交流ができない園が多いそうです。当園のような日常的に園児と小学生が交流できる形

態の保育園は全国を見ても珍しく、貴重な体験の場となっています。 

 

異年齢保育で社会性を育てる 

「社会性は 3 人目から育つ」と言われるように、2 人では双方向の関わりだけですが、3 人、4 人と増

えると、関りも複雑になっていきます。昔は兄弟の数が多く、兄弟や姉妹の中で自然と年上や年下の子ど

もと触れ合うことができていましたが、今は子どもの人数が減り、そうした機会を持てる子どもはごく

わずかになってしまいました。異年齢保育の良さは、色んな年齢の子どもたちと触れ合えることです。異

年齢保育の意義は、年上の子は年下の子に遊びやルールを伝達し、下の子が大きくなった時に、また同じ

ように遊びやルールを下の子たちに伝達できることです。下の子は、上の子たちの真似をしたり、見聞き



して学んだりしながら、様々なことを“子ども社会”で学習していきます。そして、自分と異なる存在や考

え方を受け入れられるようになっていきます。 

 

思いやりの心やコミュニケーション能力が育つ 

異年齢保育が子どもたちに与える最大のメリットは、年下の子が年上の子を目標に、年上の子が年下の

子に優しく接するなど、社会性や協調性をより育むことができることです。同年齢保育だと、どうしても

子ども同士の関係が横並びになり、競争的な側面ばかりが強く出てしまいがちですが、異年齢保育にす

るとチャレンジ精神や思いやりの心を育むことに繋がります。コミュニケーション能力を向上させ、人

間関係の構築の仕方も自然と学んでいくでしょう。人間力の育成には大きな効果があると考えられてい

ます。 

 

異年齢保育はサバイバル？！ 

一方で、異年齢保育にはサバイバル的な側面もあります。それをデメリットと感じる人もいるでしょ

う。例えば、順番を待てなかったり、遊びのルールを守れなかったり、お友達が使っている物を黙って持

って行ってしまったりしたときには、年上の子たちから注意されます。子どもだから容赦がない。自分か

ら遊びに入れてと言えることや、どうすればよいかを考えることが必要な場面が多々あります。 

逆に、年上の子が年下の子に合わせて我慢することも必要です。相手と交流するのが苦手な子は、慣れ

るまで時間がかかったり苦痛を感じたりすることもあるでしょう。しかしながら、この経験があるから

こそ、コミュニケーションが段々と上手にできるようになっていくのだと思います。 

多少の子ども同士の問題は、成長のチャンス。お互い様だと捉え、本人たちに任せておくことも時には

必要なことです。成長と共に解決していくこともあります。自分で考えて行動できるようにサポートす

ることが大切ですね。 

 

優しさや思いやりが育っています 

 そんな試練もある異年齢保育ですが、それを乗り越えた先にあるのは優しさや思いやりの”心”が育ま

れることです。人は心に輝きとぬくもりが宿ったとき、人間力が大きく開花するのではないでしょうか。

色んな年齢の子どもたちと触れ合い、様々な経験を通して成長することを心より願っています。 

 

 

☆連携園が増えます！ 

令和７年度より、小規模保育園は連携園が義務付けられると

いうことで、『きょうりゅうのたまご保育園』（大網白里市ながた野 2-25-17）さんと連携することになり

ました。今後は、園児や職員の交流なども行っていきたいと思います。 

 

☆認定こども園化にご協力をお願いいたします 

１１月に大網白里市から配布される『子ども・子育て支援に関する調査票』が配布されます。ありんこ親

子保育園の認定こども園化を希望する旨の記載をしていただけるとありがたいです。認定こども園化は

今や避けて通れない道となっております。是非ともご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

お知らせとお願い 


